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（はじめに） 

 近年、特許情報を取り巻く環境は海外文献の

増加やＩｏＴをはじめとした複数技術分野の融合

化、ＡＩツールの台頭等によりめまぐるしく変化し

てきており、これに伴い特許調査スキルもより高

いレベルが求められるようになってきている。 

このような状況のもと、特許調査への関心の高

まりから、特許検索競技大会への参加者は年々

増加してきている。しかし特許調査に求められる

知識や能力も変化してきていることから、特許検

索競技大会２０１８で最優秀賞を受賞された森田

健介氏と、同大会２０１３で最優秀賞を受賞され

た涌井利果氏に、受賞から今日までの特許調査

業務における変化や、今後の調査業務におい

て求められる能力等について、IPCC 調査業務

センターの電気部門長である山田洋一がお話を

伺った。 

 

（自己紹介と業務内容について） 

【山 田】森田さん、まずは特許検索競技大会２

０１８での最優秀賞の受賞、おめでとうございま

す。本日は、近年の特許情報を取り巻く環境の

変化というテーマについて、森田さんと涌井さん

にお話を伺いたいと思います。まずはお二人の

自己紹介からお願いします。 

【森 田】富士フイルム知財情報リサーチ株式会

社の森田です。調査分析ユニットで主に特許調

査の仕事をしており、特許調査自体は５年ほど

従事しています。よろしくお願いいたします。 

【涌 井】株式会社ワイゼルの涌井です。調査部

バイオ・医薬・化学課に所属しており、特許調査

は１２年目になります。 

【山 田】ありがとうございます。森田さんは、普段

どのようなお仕事をされていますか。 

【森 田】普段は、侵害予防調査や無効化資料

調査、技術調査等の実務をしております。また、

社内で特許調査に関する知見等を共有化する

ためのシステムを構築したり、富士フイルム知財

部員の調査に関する教育を担当したりしていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

【山 田】富士フイルムのグループ会社からのお

仕事が多いですか。 

【森 田】はい。富士フイルム株式会社からの依

頼が中心ですが、最近では富士フイルム株式会 

社以外のグループ企業からもお仕事をいただい

ています。 

【山 田】ありがとうございました。それでは、涌井

さんは普段どのようなお仕事をされていますか。 

【涌 井】弊社は、独立系の調査会社であるため、

色々なお客様から個別にご依頼をいただいてい

ます。主に、侵害予防調査や無効化資料調査を

行っております。出願前調査も行っておりますが、

出願前調査も含め最近はお客様ご自身で調査

されていることが多いため、弊社にご依頼いただ

く案件は、なかなか無効化できない特許であると

か、海外で侵害予防調査をしたいけれど慣れて

いない等、お客様が困った場合のご依頼が増え

てきているように感じています。 
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（受賞後の変化について） 

【山 田】森田さんは、これまで特許検索競技大

会でゴールド認定を３回、シルバー認定を２回、

計５回の認定を受けておられますが、昨年の特

許検索競技大会２０１８で最優秀賞を受賞された

後、ご自身の身の回りの変化はありましたか。 

【森 田】５年前に初めて特許検索競技大会に

参加して、ゴールド認定をいただいた時には、社

内外にかなりのインパクトがあったと記憶してい

ます。５年前は、グループ会社内に調査会社を

立ち上げてまだ数年で、私自身も調査を始めて

から１年ほど経った時でした。グループ会社の中

で初めて調査会社を設立したものの、他の調査

会社や、グループ会社内の調査担当者と比較し

て、自分たちの調査レベルがどの程度であるの

かがわからなかったこともあり、会社としてのアピ

ールポイント等を模索していたところでした。その

ような時期に、権威ある「特許検索競技大会」に

て弊社内でゴールド認定を同時に２名受けたこ

とから、胸を張って、自分たちのレベルをアピー

ルできましたし、弊社が「スキルの高いプロフェッ

ショナル集団」としてグループ内で認知されるき

っかけになりました。 

また、今回、最優秀賞をいただき、新聞やＨＰ

に自分の写真が載ったことにより、社外活動等

で知り合った方等からも、反響がありました。いた

だいたトロフィーは弊社応接室に飾ってあって、

お客様が来られた時等にさりげなくアピールして

います。このように特許検索競技大会の成績を

有効に活用しています。 

【山 田】ありがとうございます。涌井さんは特許

検索競技大会２０１３で最優秀賞を受賞されて約

６年経過しましたが、その後変化はございました

か。 

【涌 井】最優秀賞をいただいた後、弊社社長か

ら「上級特許検索アドバイザー」という肩書きをい

ただきました。受賞前よりも自身の責任感が増し

たように思います。 

【山 田】御社のホームページでは、涌井さんに

関する記事が掲載されていて、会社としても全

面的にアピールしていますね。 

【涌 井】そうなんです。特許検索競技大会の知

名度が向上してきたこともあり、初めてお会いす

るお客様からは、最優秀賞の受賞により信頼を

いただけるようになりました。また、特許検索競技

大会２０１３で最優秀賞を受賞した後は、社外活

動においてもサーチャーの集まりで講演の依頼

を受ける等、多方面の方とのお付き合いも増え、

自分の視野も広がったと感じます。 

【山 田】なるほど、お二人ともご自身に変化があ

ると共に、会社への貢献も大きいということです

ね。 
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（業務でのやりがい） 

【山 田】続いて、お二人の業務内容をもう少し

詳しく教えてもらえますか。 

【森 田】富士フイルムの研究所にて約２０年有

機合成による材料開発を担当した後に知的財産

部に異動となり、特許出願や権利化業務を５年

程行い現在の調査業務に就いております。 

【山 田】そうなのですね。その調査業務におい

てご苦労されていることはありますか。 

【森 田】お客様からの依頼内容が漠然としてい

る時が一番困ります。何がポイントでどの範囲を

調べてほしいといわれているのか分からない時

がありますが、そういった時こそ熟練サーチャー

の腕の見せどころであり、まずは相手の要望を

引き出す様に話を聞くことにしています。 

【山 田】確かに、そのような場合は忍耐強く、コ

ミュニケーションをとっていく必要がありますね。 

【森 田】そのとおりで、お客様から、「これからこ

んなことをやりたいけど、この辺の特許はどうなっ

ているの？」といった相談を受けることがあります



 
 

が、それが侵害予防調査なのか、先行技術調査

なのか漠然としたご依頼で、どのようなアウトプッ

ト（調査報告書）にすればよいのか悩むことがあ

ります。 

【山 田】なるほど、それはなかなか難しいです

ね。涌井さんの会社ではいかがですか。そのよう

な依頼はあるのでしょうか。 

【涌 井】弊社では、お客様からご依頼内容と齟

齬がないように見積書にご依頼内容を明記し、

また、弊社で実施する調査の範囲も明記するよ

うにしています。例えば、調査自体を初めて依頼

される方ですと、どのように依頼すればよいかわ

からない場合がありますので、出来る限りニーズ

をお聞きして、弊社の方から侵害回避調査と先

行技術調査の両方の実施をご提案する等、丁

寧に対応するよう心掛けています。調査結果を

納品した後、その調査案件が最終的にどうなっ

たか等のフィードバックをいただくこともあります

が、弊社のような独立系の調査会社の場合は頻

繁ではありません。森田さんの会社のようにグル

ープ企業となれば、その後も状況を把握でき次

のアクション対応等一連の流れをパッケージとし

て築くことができますね。 
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（近年の特許情報を取り巻く環境について） 

【山 田】特許行政年次報告書によると２０１８年

の中国の特許出願は１５４万件、一方、日本では

３１.４万件であり[※１]、直近のデータでみれば中

国の特許出願件数は日本のそれと比べて約５倍

となっています。分野にもよると思いますが、お

二人が外国特許文献をサーチする際、中国文

献を注視するような傾向はありますか。 

【森 田】分野によります。医薬の分野でみれば

全世界に出願するため、必ずしも中国だけを調

べる必要はありません。 

【山 田】中国特許文献に特化して調べなくとも

パテントファミリー調査をすれば自然とヒットしてく

るということですか。 

【森 田】分野や状況によっては特に中国を重点

的に調べることもあります。例えば、国内で販売

していた商品を新たに中国で販売するという話

になると、中国の侵害予防調査を行うことがあり

ます。 

【山 田】ありがとうございます。涌井さんの会社

ではいかがですか。 

【涌 井】中国での侵害予防調査依頼はあります。

確かに中国特許文献を見なくてはいけないこと

が多くなっていると思います。 

 

（外国特許文献の調査について） 

【山 田】たしかに、中国でこれだけ多く特許出

願されると、その分特許権も多くなるでしょうから、

侵害予防調査も大切になるということですね。ＩＰ

ＣＣでは、機械翻訳データを使用して中国特許

文献を調べていますが、森田さんの会社では中

国特許文献をどのように検索されていますか。 

【森 田】まずは英語で調査しますが、中国語で

の言語検索を少しずつやってきています。日本

語で入力すると中国語の特許文献がヒットするツ

ールがあるので、そこから中国語のキーワードを

拾える機能があります。 

【山 田】日本語から中国語に変換してそれが検

索キーになるのですね。機械翻訳では不安があ

りますか。 

【森 田】機械翻訳は誤訳が多いという話を聞い

たことがあります。 

【山 田】そうなのですね。中国語から英語への

機械翻訳は相性が良いとも聞きますね。涌井さ

んの会社ではいかがですか。 

【涌 井】弊社では、中国の侵害予防調査をする

ときは中国語検索を併用することをお勧めしてい



 
 

ます。特許の場合は、ファミリー検索で補充でき

ますが、例えば日用品等の分野では実用新案

が中国単独で出願されていることが多いので、

中国語での検索が重要となってきます。 

また、先行技術調査という観点では中国の実

用新案を見る必要性は低いかも知れませんが、

侵害予防調査の場合は、実用新案の調査も重

要になってきます。 

【森 田】中国の特許、実用新案のＩＰＣは上位の

分類しか付与されていない場合があり、サーチ

する際は絞り辛くヒット件数が増えがちです。米

国特許の２倍３倍の手間をかけても、中国特許

文献を網羅的に調査するかどうかの判断が重要

だと思います。依頼内容にも依りますが、特定の

分野・企業へ絞り込むことも必要だと思います。 

【涌 井】中国特許庁でもＣＰＣ分類を付与して

いることは聞きますが、どれくらい付与されている

か確認した上で調査することが必要ですね。今

は、J-PlatPat でも日本語で検索ができるので、

多くの方が中国特許文献に触れることができま

すね。 

【山 田】そうですね。最近では、アセアン特許の

調査に関する研修を開いた団体もあるようです

ね。シンガポール、フィリピンは、アメリカからの

出願が多く、インドネシア、タイ、マレーシア、ベト

ナムは日本からの出願が多いそうですが、アセ

アン特許を調査することはありますか。 

【森 田】調査対象が全世界の場合、商用特許

検索データベースを用いて英語で調査する際に

対象国を全選択していますが、アセアン各国の

実際の収録状況については確認していません。

正直、現状不十分なところだと思っています。 

【山 田】涌井さんはどうですか。 

【涌 井】私が最優秀賞を受賞した後、アセアン

の侵害予防調査のご依頼が増えてきました。対

象国を指定する調査依頼を受けた場合は、商用

特許検索データベースのほか、同国の特許庁の

ウェブサイトやＷＩＰＯ ＰＡＴＥＮＴＳＣＯＰＥ等を

併用しています。 

【山 田】調査するときの言語は、現地語です

か。 

【涌 井】シンガポール、フィリピン、マレーシアは

英語で調査できますが、タイ、インドネシア、ベト

ナムは、現地語も使用して検索しています。請

求項のテキストデータそのものを検索することが

できない場合が多く、主にタイトルと要約を対象

としたキーワード検索となってしまうため、検索方

法に注意が必要です。今後、商用特許検索デ

ータベースが充実してくると思うので、より網羅的

な調査ができるようになるのではないでしょうか。 

 

 
 

（特許検索における人工知能（ＡＩ）の可能性に

ついて） 

【山 田】さて、幅広い分野で活用が見込まれて

いるＡＩをサーチツールとして使うことについて、

お二人はどのようにお考えでしょうか。森田さん、

いかがですか。 

【森 田】進歩の著しい分野で、今後も更なる進

歩が期待できると考えています。ただ、できない

ことや限界も同時にいくつか見えてきているよう

に思います。１つめは、漏れの無い調査ができる

ようなものではないこと、２つめは、人によるデー

タの入力が必要であることです。人手でデータを

作り、入力するという作業は今後も残ると思いま

す。例えば、依頼者の要望に対して検索式を作

って調査をする際に、人であれば依頼者の意向

を勘案することもできますが、ＡＩでは難しいと思

います。 

【山 田】特許検索においてプロセスが重要だが、

ＡＩだけではそれを実現できない、ということです

ね。 

【森 田】はい。ＡＩは補完ツールとしてはかなり

有望であると考えています。例えば、特許分類と

キーワード等を組み合わせて検索式を作成する

と、予想外の特許分類が付与されている場合サ

ーチ漏れが発生してしまうことがありますが、ＡＩ

なら別の評価基準に基づいて、高いスコアを付

与する可能性があると思います。人手サーチの

補完的な役割としてＡＩを活用することは有益な

ものであると思います。 

【山 田】ありがとうございます。涌井さんはいか

がですか。 

【涌 井】私は、ＡＩツール自体を使ったことはあり



 
 

ませんが、やはりＡＩのみで調査をしても限界が

あるのではないかという思いはあります。人がサ

ーチをする際の補完的なツールとしてＡＩを使っ

ていければとても役立つツールになり得ると思い

ます。 

 

（特許検索競技大会に参加して） 

【山 田】森田さんは２０１４年から特許検索競技

大会にご参加いただいておりますが、参加する

意義やモチベーションをどのようにお考えです

か。 

【森 田】普段の業務では、自分のスキルを客観

的に評価する機会がないので、社外の方と世代

を超えて公平に同じ土俵で競える検索競技大会

をとても楽しみにしています。特許調査以外の業

務をしている人からは、特許検索競技大会のよう

な場があること自体を羨ましがられます。腕に自

信を持っている方は、それを公の場で証明する

ことができますし、調査スキルを向上させたい方

は自分の弱点を知る良い機会ですので、積極的

に参加されるとよいと思います。 

【山 田】確かにそうですね、サーチャーは、依

頼案件に対しひとつの答えを出すわけですから、

同じ案件を大勢で解いて同じ答えになったり、違

う答えになったりするといった経験はないですよ

ね。同じ問題で大勢の参加者が競い合う、という

ものはありませんよね。 

【涌 井】普段の調査業務で、何とかできるように

なりたい、知恵が欲しいと悩んでいる人の気付き

になると思います。色んな人の検索手法に触れ

る良い機会になり、悩んでいる人でも自分が意

外とできていたことや、実は皆同じように悩みを

抱えていることに気付くことが大事だと思いま

す。 

（これからの特許検索競技大会へ期待するも

の） 

【山 田】これからの特許検索競技大会がこうな

ると面白い等の考えをお持ちですか。 

【森 田】できればですが、時代を先取りするよう

な技術に関する問題を出していただけたら良い

ですね。 

【山 田】なるほど。時代を先取りする技術ですか、

なかなか難しそうですね。それは、解いて面白い

ということですか。 

【森 田】それもありますが、近年の大会では、成

績上位陣がある程度固まってきた印象を受けて

います。今までと違う問題の傾向や、最新の技

術が出題されると、シャッフルされて面白くなる

のではないでしょうか。 

【山 田】ありがとうございます。涌井さんは、今後

の特許検索競技大会が面白くなりそうなアイデ

アはございますか。また、涌井さんご自身は２０１

３年大会と２０１８年大会に参加されて、２回ともゴ

ールド認定を受けられていますが、社内勉強等

をされたのでしょうか。 

【涌 井】様々な人が特許検索競技大会に参加

【特許検索競技大会とは】 

特許調査能力の客観評価と優秀者及び優秀団体の顕彰等を通して、特許情報業界のすそ野拡大と特許調

査に関する技術の普及啓発・向上を促すことにより、我が国のイノベーションの促進に寄与することを目的とし

て開催している大会です。本大会では初心者向けのスチューデントコースと、上級者向けのアドバンストコース

の２コースを設けており、一定レベルの結果を得た方には認定証を交付するほか、アドバンストコースにおいて

は、特に優秀な成績を収めた方および団体の表彰を行っています。 

特許検索競技大会２０１８は、平成３０年９月１日（土）に東京・名古屋・大阪・福岡の４会場で同時開催すると

ともに、スチューデントコースについては、Ｗｅｂ化を通じて大学や高専のパソコン教室において希望の日時に

行うサテライト開催を実施しました。会場開催（スチューデントコースとアドバンストコース）、スチューデントコー

スのサテライト開催を合わせて５１０名が参加しました。 

 

 



 
 

していますが、私も含め何かしらの知恵や知識

を身につけたいと思っている方や、そもそも特許

調査は何をすればいいのかわからないという方

もいらっしゃると思います。そういった意味で、昨

年度より特許調査入門編ともいえるスチューデン

トコースをサテライト開催（大学等の施設内で任

意の時期に大会に参加可能）としたアイデアは

素晴らしいと思います。実際に参加して、他の人

と比較して気付くこともあると思いますし、自信が

無い人も自信を付けるよい機会だと思います。 

２０１８年の大会のときは、特許検索競技大会

について社内での情報交換会もありましたので、

周りの人達のおかげで５年間のブランクを感じず

に臨むことができました。 

【山 田】先ほど特許検索競技大会は上位層が

固まってきていて、一方で下位の人たちも悩ん

でいて認定を受けるまでが結構大変というお話

もよく聞きますが、スキルアップに悩める人たち

に何かアドバイスがあれば良いと思うのですが、

森田さんいかがでしょうか。 

【森 田】精神論としては、良い検索式を作ること

に熱意をもつことが肝要だと思います。 

【山 田】良い検索式を作るためにどのようなこと

をされていますか。 

【森 田】実際に検索式を作る際には、検索⇔フ

ィードバックを何度も何度も繰り返します。ほとん

どの場合、知りたいことは検索結果の中にありま

す。どの特許分類を使用すべきか、どのようなキ

ーワードがどのような使い方をされているか、検

索式で切り分けるべきノイズはどのようなものか、

等を検索結果から抽出して、検索式を修正して

いきます。 

【山 田】検索式の作成にあたり流れはあります

か。 

【森 田】私の場合は、まずはキーワードで濃い

集合を作り、商用特許検索データベースの分類

ランキング機能を用いて特許分類を拾います。

検索結果の集合が予想したイメージと合わない

場合は、どの点がダメなのかを考えて修正する、

を繰り返しています。 

【山 田】特許検索競技大会の問題は、昔と今で

はその出題内容が難しくなっていると聞きますが、

いかがでしょうか。 

【森 田】問題の性質が変わって来たような気が

します。以前は知識があれば解けましたが、ここ

１～２年は従来と異なり、進歩性の考え方まで厳

しく問われているような気がします。 

【山 田】知識と言うよりは考えさせられる問題と

なっているのですね。 

本日はお忙しい中、鼎談にご参加いただき、興

味深いお話や貴重なご意見、誠にありがとうござ

いました。 
【引用文献】 

[※１] 特許庁 特許行政年次報告書２０１９年版 
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 左：特許検索競技大会２０１８ 
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 右：特許検索競技大会２０１８ 

   【最優秀賞受賞者】 森田 健介氏 
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